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平成28年10月6日(木)18：00～いわき市総合保健福祉センター多目的ホールにおいて、

臨床検査技師会いわき支部主催 第1回学術講演会が開催されました。

講演 １

「献血のお願いと血液の供給状況」について、

福島県赤十字血液センターいわき出張所長の

高木勝宏 先生にご講演いただきました。

講演 ２
「性感染症と最近の話題」について、

福島県立医科大学地域産婦人科

支援講座教授の

本多 つよし 先生にご講演いただき
ました。

お忙しい先生のため、講演中職場から電話がかかってくる
ハプニングも・・・

参加者は44名で、男女ともに若手の会員が

多かったのが印象的で、関心の高さが伺えました。

本多先生は講演の中、10代の人工

妊娠中絶率が全国の率に比べ福島県

は高い傾向にあり、中でもいわき市は

高い為、各学校に出向き講義を行って

いるそうで、10代のうちにしっかりとし

た性教育が必要であると述べました。

講演は、血漿製剤・赤血球製剤・血小

板製剤の施設別供給状況や、いわき市

の血液使用状況についてや、最近4ヶ

月間の献血状況についての内容であ

り、開所日1日あたりの協力人数が増え

てきた事への感謝が述べられました。

また、いわき血液センターでの献血は、火・木・土曜日

に行っているが特に平日(火・木曜日)の人数が少ない

為、協力の依頼がありました。

また、STD(sexually Transmitted Diseases)についての総論

から各論について詳しくお話していただきました。

今、講演中！



福島県臨床検査技師会参与であります金子隆子先生が、平成28年度春の叙勲において

瑞宝単光章を受章されました。

その受章祝賀会が8月27日(土)、いわき市の椿山荘いわきワシントンホテルで盛大に開催されました。

金子先生ご夫妻、会長、副会長、いわき支部長でお出迎えです
発起人代表挨拶を行なう
山寺会長

祝辞、テーブルスピーチでは金子先生との思い出話やエピソードなど、貴重なお話をお聞きすることができました。

金子先生は、「白衣を着たら男女の差は無い」と力説され
検査技師会の益々の発展を祈念しますと述べられました。

柴田副会長の発声で乾杯し、祝宴が始まりました。
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余興はIBCサクソフォン・アンサンブルの皆さんに

演奏していただきました。

同じ学校の吹奏楽部でサックスを吹いていた先輩後輩

である、猪狩忠司さん(ソプラノサクソフォーン)、今野

大さん(アルトサクソフォーン)、加藤俊之さん(テナー

サクソフォーン)、佐藤佑介さん(バリトンサクソフォ

ーン)の4人が2003年に結成したアンサンブルグループで

す。

今年で結成13年目と小編成のアマチュアサックスアンサンブ
ルとしては異例の息の長さで、また日本で最もレベルの高いアンサンブルと言っても過言では無いほどの数々の受賞歴を持つ
皆さんであります。2016年3月に香川県で開催された第39回全日本アンサンブルコンテスト全国大会にて金賞を受賞し、また
、７月26日にはいわき市より市民栄誉賞を受賞しました。

祝宴に相応しい素敵な演奏をしていただき、会場は優雅な雰囲気に包まれました。

ご出席いただいた皆さんは大いに交流を深め、約3時間の祝宴
も時間があっという間に過ぎてしまいました。

結びは齋藤副会長の発声で万歳三唱を全員で行いました。

万歳三唱

余 興


